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超
大
型
沈
埋
函
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曳
航
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び
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埋
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合
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①
整
備
目
的（
図
１
参
照
）�

　
那
覇
港
は
、離
島
沖
縄
の
海
の
玄
関
と

し
て
県
内
で
消
費
・
生
産
さ
れ
る
生
活
物

資
が
経
由
さ
れ
る
流
通
港
湾
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 
�

　
那
覇
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
は
、那
覇
港
と
背

後
地
域
と
の
円
滑
な
輸
送
体
系
を
構
築

す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
、那
覇
ふ
頭
地
区

の
港
口
部
を
横
断
す
る
こ
と
で
、空
港
と

の
ア
ク
セ
ス
強
化
、慢
性
的
な
渋
滞
が
続

く
国
道
五
十
八
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。�

②
本
ト
ン
ネ
ル
の
沈
埋
函
の
大
き
さ
は
、日

本
最
大
級
で
、技
術
面
で
は
世
界
初
の
目

新
し
い
技
術
が
多
く
採
用
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
九
州
・
沖
縄
地
区
で
自
動
車
用
道
路

と
し
て
の
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
は
初
め
て
で
す
。�

�③
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
の
特
徴
�

　
那
覇
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
は
、今
ま
で
の
沈

埋
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
に
な
い
工
法
及
び
構

造
を
採
用
し
て
い
ま
す
。�

◎
可
と
う
性
継
手
構
造
と
し
て
、鋼
製
べ

ロ
ー
ズ（
変
位
の
吸
収
及
び
止
水
効
果
が

あ
る
）を
採
用
。�

◎
フ
ル
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
構
造
の
沈
埋
函
と
し

て
は
世
界
初
の
浮
遊
状
態
で
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
設
。な
お
、こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
高

流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す（
大

量
使
用
で
は
沖
縄
県
初
）�

◎
沈
埋
函
の
最
終
継
手（
６
と
８
函
目
を

接
合
す
る
七
号
函
）と
し
て
、従
来
の
継

手
構
造
を
発
展
さ
せ
た
沈
埋
函
く
さ
び

接
合
工
法
を
世
界
に
先
駆
け
採
用
。�

�④
ト
ン
ネ
ル
諸
元
�

　
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
延
長
七
百
二
十
四ｍ
車

線
数
片
側
三
車
線
往
復
六
車
線
設
計
速

度
時
速
八
〇
㎞
�

�
沈
埋
函
大
き
さ
　
長
さ
約
九
〇
〜
九

十
二ｍ
、幅
約
三
十
七ｍ
、高
さ
八
・
七ｍ
沈

埋
函
鋼
殻
重
量
約
二
千
九
百
〜
三
千
五

百
ｔ
�

完
成
重
量
　
約
三
万
ｔ
�

供
用
開
始
時
期
　
平
成
二
十
年
度
予
定
�

　
那
覇
港
湾
空
港
工
事
事
務
所
に
お
い

て
建
設
中
の
沈
埋
ト
ン
ネ
ル一
号
函（
ト
ン

ネ
ル
の
本
体
と
な
る
函
）の
曳
航
・
沈
設
作

業
が
九
月
二
十
九
日
〜
十
月
一
日
に
か
け

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。�

　
作
業
の
プ
ロ
セ
ス
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
方
式

で
概
説
し
ま
す
。�
�

　
昨
年
十
月
北
九
州
よ
り
那
覇
港
に
回

航
さ
れ
た
一
号
函
鋼
殻
は
、海
上
浮
遊
状

態
で
高
流
動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
さ
れ
沈

埋
函
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。�
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沈
埋
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航
沈
設
作
業
の
概
要�
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図1　沈埋函縦断位置図�

①
写
真
1
　
九
月
二
十
九
日
三
重
城
上
空
�

　
沈
埋
函
１
号
函
が
引
き
込
ま
れ
る
三
重
城
側
立
坑
及
び

掘
割
部
�

②
写
真
2
　
九
月
二
十
九
日
（
土
）
午
前
七
時
�

　
浦
添
市
勢
理
客
の
沈
埋
函
係
留
施
設
よ
り
、
曳
航
開
始

す
る
。
�

③
写
真
3
�

　
船
舶
往
来
の
支
障
が
無
い
よ
う
新
港
ふ
頭
地

区
（
マ
イ
ナ
ス
十
三
ｍ
）
岸
壁
付
近
に
て
午
前

十
一
時
過
ぎ
ま
で
洋
上
待
機
�

④
写
真
4
�

　
同
日
正
午
ご
ろ
唐
口
（
と
う
ぐ
ち
）
航
路
で

一
八
〇
度
回
頭
し
、
三
重
城
側
立
坑
に
向
け
接

近
を
図
る
。
�

⑤
写
真
5
�

　
曳
船
よ
り
曳
航
ロ
ー
プ
を
切
り
離
し
掘
割
部

に
引
き
込
む
�

⑥
写
真
6
�

　
三
重
城
側
立
坑
よ
り
１
号
函
を
引
き
込
む
。
�

⑦
図
2
　
Ｃ
Ｇ
イ
メ
ー
ジ
�

　
陸
上
及
び
海
上
よ
り
沈
埋
函
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
ワ
イ
ヤ
ー
を
操
り
立
坑
側
に
近
づ
け
る
�

⑨
写
真
8
　
十
月
一
日
（
月
）
�

　
午
前
七
時
よ
り
沈
設
・
接
合
作
業
を
始
め
る
。
�

　
船
舶
が
航
行
す
る
中
の
沈
設
作
業
�

⑬ 写真10�
　接合後、立坑を背に沈埋函函内を望む。
向いに見えるのが空港側バルクヘッド。��
余談・・・バルクヘッド間の中にアバサ
ーが十数尾取り残されていましたが、現
場発生品として滞り無く処理しました。�

⑩ 図3　同日17時頃立坑より約30㎝まで沈埋函を近づ
けた後、引寄せジャッキで仮受けブラケットに仮接合
を行う。�

⑪ 図4　仮接合の後、バルクヘッド間の中にある海水を
排水し水圧接合を行う。�

⑫ 写真9�
仮接合後バルクヘッド間の中に取り残
された「アバサー（はりせんぼん）」
接合を監視する水中カメラにて撮影。�

⑧
写
真
7
　
九
月
三
十
日
（
日
）
沈
設
・
接
合

時
に
機
器
が
正
常
に
作
動
す
る
か
接
合
部
分
よ

り
三
ｍ
ま
で
沈
埋
函
を
近
づ
け
シ
ス
テ
ム
の
チ

ェ
ッ
ク
を
行
う
。
�


